
活
動
報
告

 

質
問
１

【
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
前
進
へ
】

 

質
問
２

【
ペ
ッ
ト
避
難
・
獣
医
師
と
の
連
携
】

⑴
公
共
施
設
再
配
置
計
画
を
実
施
し
て
い
く
に

　

あ
た
り
、当
面
の
数
値
目
標
を
た
て
て
は
。

⑵
長
期
的
、継
続
的
な
事
業
で
あ
る
た
め
、

　

専
任
部
署
を
作
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

⑶
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
で
、人
が
変
わ
っ
て
も

　

継
続
的
な
事
業
が
で
き
る
と
考
え
る
が
。

⑷
市
民
と
合
意
形
成
し
て
い
く
に
あ
た
り
、

　

議
会
へ
の
要
望
も
含
め
市
長
の
意
見
は
。

 

質
問
１

【
行
財
政
改
革
前
進
へ
】

 

質
問
２

【
ふ
る
さ
と
納
税
の
弊
害
は
】

⑴
公
共
施
設
再
配
置
計
画
の
概
要
と
は
。

⑵
い
つ
市
民
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
か
。

⑶
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

⑷
保
育
所
民
営
化
に
つ
い
て
の
市
長
の
見
解
は
。

⑸
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
な
ど
多
様
な
広
告
事
業
や

　

電
気
調
達
の
見
直
し
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
と

　

考
え
る
が
市
長
の
見
解
は
。

⑴
現
在
、本
市
の
ふ
る
さ
と

  

納
税
に
か
か
る
収
支
は
。

⑵
収
支
に
対
す
る
対
策
を

　

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

⑶
２
７
５
２
万
円
も
の

　

マ
イ
ナ
ス
が
出
て
い
る

　

状
況
を
放
置
す
べ
き
で

　

な
い
。

　

責
任
感
を
持
っ
て
対
応

　

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

⑴
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の

　

取
り
組
み
は
。

⑵
県
と
県
獣
医
師
会
と
の
災
害
協
定
と
は
。

⑶
指
定
避
難
所
に
お
い
て
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
の

　

可
否
は
。

⑷
発
災
時
に
設
置
す
る「
避
難
所
運
営
委
員
会
」

　

と
は
。ま
た
、今
後
の
周
知
方
法
は
。

⑸
避
難
所
運
営
を
協
議
す
る
場
に
お
い
て
、

　

獣
医
師
と
の
連
携
が
あ
れ
ば
一
層
良
い
議
論
が

　

で
き
る
。市
と
の
連
携
、協
力
が
必
要
だ
が

　

市
長
の
見
解
は
。

◎
勉
強
会
・
視
察
研
修
・
他

弥富市特産の金魚を
これからも根底から
支えていかなければ
ならない！

地元有志の皆様と勉強。
今回は木曽川用水の歴史。

過去の災害を
知ることで
将来の防災を
考える。

地域の防災会と共に
避難施設の確認と
非常時を想定し
炊き出し訓練を実施。
事前に施設の機能を
体験することにより
もしもの時に
　　　　　活かす！

地元の伝統文化
芸能はもとより
弥富市全体に
　　　おいても
積極的な支援で
未来へ継承して
　　 いきたい。

【
９
月
】
議
会

　
　
　
一
般
質
問

平
成
２
９
年

【
１
２
月
】
議
会

　
　
　
一
般
質
問

平
成
２
９
年

弥富市議会

　総務建設経済委員会視察

五明歴史勉強会

◎
地
域
活
動

温故知新 金魚の初競り

自民党弥富支部 陳情活動
兵庫県伊丹市

岡山県瀬戸内市

京都市上下水道局・

       清水合金製作所 視察

地場産業の要「金魚養殖」交通安全運動

五明防災会福寿会総会

地域伝統芸能の
　　　　伝承活動

インターン生受入

地域連携活動 西尾張広域会議
西尾張地区各市の
若手市議会議員で構成。
広域の諸問題を検討。


